
 

 

 

 

2021 年 11 月４日  

各      位 

会 社 名  

代表者名 代表取締役社長執行役員 金 田   敦 

（コード番号 ５９８９・東証第一部） 

問合せ先 取締役専務執行役員管理本部長 

太 田  清 文 

（TEL ０４８－６４３－００１０） 

業績予想の修正ならびに剰余金の配当(中間配当)の決定 

および期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 近の業績動向を踏まえ、2021 年５月 13 日に公表いたしました業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

また、2021 年 11 月４日開催の取締役会において、2021 年９月 30 日を基準日とする剰余金の配当（中間配

当）を決議するとともに、期末配当予想につきましても下記の通り修正しましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 
１．2022 年３月期 通期連結業績予想数値（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

 
売上収益 
(百万円) 

営業利益 
(百万円) 

税引前利益 
(百万円) 

親会社の所有
者に帰属する
当期利益 
(百万円) 

基本的 
１株当たり 
当期利益 
(円) 

前 回 発 表 予 想  (Ａ) 183,000 4,600 4,000 2,600 92.64 

今 回 修 正 予 想  (Ｂ) 180,000 1,200 1,000 800 28.46 

増 減 額  (Ｂ－Ａ) △3,000 △3,400 △3,000 △1,800  

増 減 率    (％) △1.6 △73.9 △75.0 △69.2  

(ご参考)前期実績 

(2021 年３月期) 
163,927 3,732 3,423 2,838 101.14 

  
２．理由 

2022 年 3 月期は、世界的な半導体の供給不足や新型コロナウイルスの影響によるアジアからの部品供給

の停滞などにより、自動車生産の減少が想定されることから自動車フレームの販売が前回発表時の想定に比

べ大半の地域で減少することが見込まれております。第２四半期連結累計期間の業績を踏まえるとともに、

下期の自動車フレームの販売見通し等を踏まえ、売上収益、営業利益、税引前利益、親会社の所有者に帰属

する当期利益を修正いたします。なお、下期の為替レートは 105 円/ドルを前提としております。 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．剰余金の配当 

(1)剰余金の配当（中間配当）の決定 

 
決定額 

直近の配当予想 
（2021 年５月 13 日公表） 

前期実績 
(2021 年３月期) 

基 準 日 2021 年９月 30 日 同左 2020 年９月 30 日 

１株当たり配当金 12.00 円 13.00 円 12.00 円 

配 当 金 総 額 340 百万円 ― 340 百万円 

効 力 発 生 日 2021 年 12 月３日 ― 2020 年 12 月４日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

 

(2)期末配当予想の修正 

 
年間配当金(円) 

第２四半期末 期末 合計 

前回発表予想 

(2021 年５月 13 日) 
13.00 13.00 26.00 

今 回 修 正 予 想  12.00 24.00 

当期実績 12.00   

(ご参考)前期実績 
(2021 年３月期) 

12.00 14.00 26.00 

 

 

４．理由 

当社は、今後の事業展開及び設備投資等を勘案した上で、長期にわたり安定的に業績に応じた成果の配分

を実施することを配当の基本方針としております。 

中間配当につきましては、本日公表した 2022 年３月期第２四半期の連結業績を鑑み、１株当たり 12 円と

いたしました。 

期末配当予想につきましては、現状の業績数値や通期連結業績予想数値ならびに今後の事業展開等を総合

的に勘案し、1株当たり 12 円とさせていただきます。これにより、年間配当予想は 1株当たり 24 円となり

ます。 

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績は、様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


